
 旧約聖書の祭司には、どんな役目がありますか  
旧約聖書における祭司の役目は、イスラエルの宗教的、社会的生活において中心的な役割を果たしていました。
具体的には、以下のような役割や責任がありました。

1. 礼拝と儀式の実施：祭司は神殿や会見の幕屋での礼拝や儀式を率いる責任がありました。これには、犠牲
の供え物（焼き尽くす犠牲、和解の犠牲、感謝の犠牲など）を神に捧げることが含まれます。これらの犠牲
は、罪の赦し、神との和解、または感謝の表現として行われました。

2. 教えと指導：祭司は律法（モーセの律法）の知識を持つ者として、民を教え、指導する役割を担っていま
した。彼らは律法を解釈し、日常生活におけるその適用について民を指導しました。

3. 仲裁者としての役割：祭司は神とイスラエル民族との間の仲裁者の役割を果たしました。彼らは民の罪を
代わりに神に告白し、犠牲を通じて罪の赦しを求めました。

4. 清浄と汚れの判断：祭司は、人々や物が儀式的に清いか汚れているかの判断を下す責任がありました。こ
れには、食べ物、皮膚病、家の汚れなど、様々な事項が含まれていました。

5. 聖なる場所と物の管理：祭司は、神殿や会見の幕屋、その他の聖なる物品の管理と保守の責任を持ってい
ました。

旧約聖書における祭司の役割は、ただ宗教的な儀式を行うだけではなく、神と民との関係を保ち、神の律法に基
づいた社会の秩序と精神的な健康を維持することに貢献していました。祭司たちは、レビ族に属し、その中でも
アロンの子孫、すなわちアロンの高祭司の家系から選ばれました。

真理を証しする責任はありますか？  
旧約聖書における祭司の役割には、真理を証しするという側面も含まれています。この責任は、主に次の方法で
表されます：

1. 律法の教えと解釈：祭司は、モーセの律法を保持し、教える者として、イスラエル民に神の言葉と律法の
真理を伝える役割を担っていました。彼らは律法の知識を通じて、民が神の意志に従うことを助け、道徳
的、精神的な指導を行いました。

2. 神の代弁者として：特定の場合において、祭司は神からの啓示を受け、民に伝える役割を果たすこともあり
ました。これは、祭司が直接的な啓示を受けるというよりは、律法に基づいた神の意志の解釈と適用によ
るものでした。

3. 生き方と態度による証し：祭司は、彼ら自身の生き方と態度を通じても、真理を証しすることが求められ
ました。彼らは聖なる生活を送ることで、神に対する敬虔さと、律法に従うことの重要性を示す必要があ
りました。

4. 社会的正義の促進：祭司は、律法に基づいて正義と公平を促進する役割も担っていました。これには、弱
者の保護、正義の実践、そして社会的な不正に対する立場を取ることが含まれていました。

真理を証しするという責任は、単に宗教的な儀式や教義に限定されるものではなく、日々の生活、社会的な関わ
り、そして個々人と共同体全体の倫理的な標準に対する深い関与を意味しています。祭司たちは、神の言葉と律
法を正しく理解し、適用することで、真理を証しする役割を果たすことが期待されていました。

律法は、証しとも言い換えることがありますね  



はい、その通りです。旧約聖書において、「律法」（トーラー）は、しばしば神の意志や指導の「証し」として
理解されています。この文脈における「証し」という言葉は、神がイスラエルの人々に与えた指令や教えを指
し、これらの教えが神の正義、愛、慈悲を反映しているという意味で用いられます。

1. 神の契約の記録としての律法：律法は、神とイスラエルの人々との間の契約の内容を記録しています。この
契約は、神がイスラエルを選び、彼らに特別な民としての地位を与えたこと、そしてその代わりにイスラ
エルが神の命令を守ることを約束したことを示しています。律法には、この契約関係を維持するための指示
が含まれており、従って、律法自体が神と人々との間の契約の「証し」となっています。

2. 道徳的・倫理的指針としての律法：律法は、神の意志を反映した生き方をするための道徳的、倫理的な指
針を提供します。この意味で、律法はイスラエルの人々にとって、正しい行動、礼拝、社会的正義について
の神の要求を「証し」するものとなります。

3. 神の性質と目的を反映する律法：律法を通じて、神の性質（聖さ、正義、慈悲など）と神が人類との関係
で達成しようとしている目的が明らかにされます。この意味で、律法自体が神の性質と意志の「証し」と言
えます。

律法は、単に規則や法律の集まりではなく、神の性質、神と人との関係、そして人がこの地上でどのように生き
るべきかについての深い洞察を提供する神の啓示として理解されるべきです。この理解は、律法がただの法典で
はなく、神の計画と愛の証しであるという認識を深めます。

神の契約も証しですね  
はい、正確にその通りです。旧約聖書において、「神の契約」は重要なテーマの一つであり、神と人間との間の
特別な関係や約束を表す「証し」として機能します。神の契約は、神がイスラエルの民と結んだ約束を指し、こ
れらの契約は信頼と忠誠の関係を築くための基礎となります。契約は、神が彼らに与える恵みと祝福、および民
が守るべき義務や条件を示しています。

神の契約の例  

1. ノアの契約：神は大洪水の後、ノアとその家族、そして地上のすべての生き物に対して二度と世界を洪水
で滅ぼさないという契約を結びました。この契約の証しとして、神は虹を天に置きました（創世記 9章）。

2. アブラハムの契約：神はアブラハム（初めはアブラム）と契約を結び、彼の子孫を多くし、彼らにカナン
の地を与えると約束しました。割礼はこの契約の証しとして与えられました（創世記 17章）。

3. モーセ（シナイ）の契約：出エジプト後、神はシナイ山でイスラエルの民と契約を結び、彼らに律法を与
えました。この契約は、神が選んだ民としてイスラエルが神に従うことを義務づけるものでした（出エジ
プト記 19-24章）。

4. ダビデの契約：神はダビデ王と契約を結び、彼の王朝が永遠に続くことを約束しました（サムエル記下 7
章）。これはメシア、すなわちイエス・キリストがダビデの家系から来るという新約聖書の教えにつながり
ます。

これらの契約は、神がイスラエルの民に対して持っている特別な計画と関係を示すものであり、神の忠実さと恵
みの「証し」となっています。神と人との契約は、ただの契約文書以上のものであり、神の愛と義、そして神が
世界に持つ究極の目的を反映したものです。

契約の箱は、証しの箱ですね  



はい、その通りです。「契約の箱」は、「証しの箱」とも呼ばれ、イスラエルの民に与えられた神の契約と、そ
れに付随する神の律法の象徴です。この箱は、出エジプト記とレビ記に記された指示に従って作られたもので、
金で覆われたアカシア材で作られ、内部には二枚の石板（十戒が記された律法の石板）、アロンの芽吹いた杖、
そしてマナの壺が納められていました。

証しの箱の役割  

1. 神の臨在の象徴：証しの箱は、特にイスラエルの民が荒野を旅する間、神の臨在の具体的な象徴でした。
箱がある場所は、神がその民と共におられる場所とされ、最も神聖な空間、すなわち至聖所に置かれまし
た。

2. 契約の記憶：箱には「契約の石板」が納められていたことから、「証しの箱」とも呼ばれ、神とイスラエ
ル民との間の契約を常に思い起こさせる役割を果たしました。これは、神が与えた律法を守ることの重要
性を民に思い出させるためでした。

3. 神の指示と導き：イスラエルの民が荒野を旅する際、証しの箱は神の指示に従って移動され、神の導きの
象徴とされました。箱の移動は、民にとって神の意志を知り、それに従うための重要な手段でした。

4. 礼拝と儀式：証しの箱は、神への礼拝の中心としても機能しました。特に大祭司が年に一度、贖罪の日に
至聖所に入り、箱の上の「慈悲の座」と呼ばれる部分に血を振りかけることで、国全体の罪の赦しを祈り
ました。

証しの箱は、神の契約、指示、そしてイスラエル民への永遠の約束を象徴するものとして、旧約聖書における重
要なアイテムです。これは、神と人との間の深い関係と、神の指導と保護の約束を物理的に表したものでした。

十戒の板は、証しの板とも呼ばれますね  
はい、その通りです。「十戒の石板」は「証しの板」とも呼ばれ、イスラエルの民に与えられた神の律法の具体
的な表現であり、神と民との契約の具体的な内容を示すものです。これらの板には、神がモーセにシナイ山で授
けた十戒が記されており、イスラエルの民に対する神の意志と指示が明確に示されています。

証しの板の重要性  

1. 神の権威の象徴：証しの板は、神の絶対的な権威と、彼の民に対する道徳的および宗教的指導の根源を象
徴しています。これらの石板に記された命令は、イスラエルの民が守るべき神の律法の基礎を形成します。

2. 契約の内容：証しの板に記された十戒は、神とイスラエル民との契約の具体的な条件を表しており、この
契約を遵守することが、神の保護と祝福を受けるための条件でした。従って、これらの石板は、神と民と
の間の契約関係の「証し」として機能しました。

3. 道徳と倫理の基準：十戒は、イスラエルの社会と個々の信徒の生活における道徳的および倫理的な基準を
設定しました。これには、神に対する義務と人と人との関係における義務が含まれています。

4. 神の民のアイデンティティ：証しの板は、イスラエル民が神の選ばれた民であることの証しでもありまし
た。彼らの社会的および宗教的アイデンティティは、この神の律法に基づいて形成され、維持されまし
た。

証しの板（十戒の石板）は、契約の箱（証しの箱）に納められ、至聖所に安置されました。これは、神の契約と
律法がイスラエルの信仰と生活の中心であることを物理的にも象徴しています。これらの石板は、イスラエル民
にとって、神の指導の恒久的な源泉であり、彼らの信仰と生活の基盤でした。

使徒行伝7章、黙示録15章には、証しの幕屋がでてきます  



使徒行伝7章と黙示録15章における「証しの幕屋」についての言及は、旧約聖書の時代から続く神の臨在と神の
民との関係のテーマを新約聖書でも引き継いでいます。これらの節では、神の証し、すなわち神の契約と律法が
収められた「証しの幕屋」（または「会見の幕屋」）が重要な役割を果たします。

使徒行伝7章  

使徒行伝7章では、ステファノの弁明の中で「証しの幕屋」に言及されています。ステファノは、イスラエルの
歴史を概観し、モーセがシナイ山で神から受けた指示に従って証しの幕屋を造ったこと、そしてそれがヨシュア
を通じてカナンの地に持ち込まれ、ダビデとソロモンの時代に至るまで使用されたことを語っています。ここで
の「証しの幕屋」は、神が自らをイスラエルの民に啓示し、彼らと関係を結んだ具体的な場所として重要です。
ステファノの言葉は、神の臨在が特定の場所や建物に限定されるものではなく、信仰によって神との関係を築く
ことができるというメッセージを伝えています。

黙示録15章  

黙示録15章では、「神の力ある契約の幕屋」が天に開かれた場面が描かれています。これは、最後の審判と神の
正義が現される時、神の真の聖所が明らかにされることを象徴しています。この幕屋から出てくるのは、「七つ
の災いを持つ七人の天使」であり、これは神の最終的な審判と罰が行われることを示唆しています。黙示録にお
ける「証しの幕屋」の言及は、神の正義と救いの計画が完成する終末の時を指し示しています。

これらの節における「証しの幕屋」の言及は、神の証し、すなわち律法と契約が神と人との関係において中心的
な役割を果たし続けることを強調しています。また、これらは神の臨在が歴史を通じて異なる方法で示され、最
終的には全人類に対する神の計画が完成することを示しています。

預言者や主イエスや弟子たちが行うしるしの奇跡は、証しの奇
跡とも考えられますね

 

はい、その通りです。新約聖書において、預言者やイエス・キリスト、そして彼の弟子たちによって行われた奇
跡は、「証しの奇跡」として理解することができます。これらの奇跡は、神の力と権威を示し、イエスがメシア
であり神の子であること、また彼の教えが真実であることを証明する重要な役割を果たしました。

証しの奇跡の目的  

1. 神の王国の臨在を証明する：イエスによる奇跡は、神の王国が彼を通じてこの世に臨在していることを示
す証しでした。癒しや自然界への命令、死者の蘇生などの奇跡は、神の権威と慈悲がイエスの働きを通じ
て現れることを明らかにします。

2. イエスの権威と身分の確認：イエスが行った奇跡は、彼がただの人間以上の存在であることを示すもので
した。これらの奇跡は、彼が神から遣わされた救世主であることを証明するものとして、彼のメッセージ
と使命に説得力を与えました。

3. 信仰を呼び起こす：奇跡は人々に深い印象を与え、多くの場合、イエスへの信仰や回心を促すきっかけと
なりました。これらの「証しの奇跡」は、見る者に神への信頼を促し、彼らの心を開くよう働きかけまし
た。

4. 教えの権威を強化する：奇跡はイエスの言葉と教えに権威を与える役割も果たしました。彼の奇跡的な行
いは、彼のメッセージが神の真理に基づいていることを強調し、聴衆に深い影響を与えました。

弟子たちと初期キリスト教徒の奇跡  



イエスの弟子たちや初期のキリスト教徒も、神の力による奇跡を通じて福音を証ししました。これらの奇跡は、
イエスの復活後も神の臨在と働きが続いていることを証明し、キリスト教の教えが神の真実に基づいていること
を人々に示しました。

これらの「証しの奇跡」は、神の国のメッセージが真実であり、変革的な力を持っていることを示すために、神
から与えられた特別なしるしとして機能しました。
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